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出題形式練習 解答・解説 

 1  

（1）①.インド洋 ②.最も小さい  （2）A  （3）2 月 20 日午前 11 時   

（4）ウ  （5）永久凍土がとけて建物が傾く 

解説 

（1）三大洋の面積の大きさは, 太平洋＞大西洋＞インド洋。 

（2）地図 2 から最短ルートは北極海を臨むアラスカを経由することがわかる。 

（3）東経と西経なので, (135＋75)÷15＝14 より, ニューヨークは東京より 14 時間遅れている。 

  したがって, 東京が 2 月 20 日午後 3 時のとき, ニューヨークの現地時間は 2 月 20 日午前 1 時。 

  そこから 10 時間飛行機でかかるので, 2 月 20 日午前 11 時になる。 

（4）アは石炭, 液化天然ガスなどのエネルギーを多く日本に輸出しているのでオーストラリア。 

  イは乗用車, 医薬品を日本に多く輸出しているのでドイツ。 

  ウは日本への輸出額が一番大きいので中国。 

（5）地下に永久凍土層が広がる Y の地域では, 暖房などの熱が伝わると, 永久凍土がとけて建物が 

傾く被害が出る。そこで, 高床の建物にして熱を地面に伝わりにくくしている。 

 

 2  

（1）日本アルプス  （2）カルデラ  （3）雪が多く農作業ができない冬の間の副業   

（4）c.ア d.イ  （5）ア.〇 イ.× ウ.〇 エ.× 

解説 

（1）日本アルプスの東側には,「大きな溝」という意味をもつフォッサマグナがあり, 日本アルプスか 

  らフォッサマグナを境にして, 山脈や山地は, 東側で南北方向, 西側では東西方向にのびている。 

（4）アは中京工業地帯をもつ c の愛知県, イはみかんの生産量が日本 2 位の d の愛媛県, ウは三陸海岸 

南部にリアス海岸をもつ a の岩手県, エは近隣県から通勤通学している人が多い b の東京都。 

（5）ア：等高線の間隔が狭い→傾斜が急, 等高線の間隔が広い→傾斜が緩やかより, 〇。 

  イ：2 万 5 千分の 1 の地形図で 4cm なので, 25000×4＝100000(cm)=1000(m)=1(km)より, ×。 

  ウ：函館山の山頂から見て地点 E は左上方向にあるので, 〇。何も記載がなければ上が北。 

  エ：函館山の山頂の標高は 334m, 地点 E は 50m と 100m の等高線から約 80m とわかるので, ×。 

 

 3  

（1）イ  （2）イ, エ  （3）男性の方が女性より税負担が重かったから。   

（4）ウ  （5）ア, エ 

解説 

（1）福岡県の志賀島
しかのしま

で発見された金印には「漢委奴国王
かんのわのなのこくおう

」とほられていた。 

（2）アは聖
しょう

武
む

天皇で, 国ごとに国分寺と国分尼寺を建てた。 ウは中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

で, のちの天智
て ん じ

天皇。 

（3）調や庸は男子にしか課せられないので, その負担から逃れようといつわって戸籍に登録したと 

考えられる。 

キ
リ
ト
リ
✂ 

解答は右の QR コードから

も見ることができます。→ 
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（4）五街道の整備, 朱印状は江戸時代。倭寇は, 東シナ海で密貿易や海賊行為を行っていた人々。 

勘合は, 日明貿易において, 倭寇と区別するために正式な貿易船に持たせた通行証明書のこと。 

（5）アは 15 世紀はじめ(1429 年), イは 1221 年に起きた承久の乱,  

ウは江戸幕府成立後, 3 代将軍の徳川家光が制度化した参勤交代, エは 1549 年。 

 

 4  

（1）ア  （2）①.ア→ウ→イ ②.賠償金が得られなかった ③.シベリア出兵 時期：D  （3）ア 

解説 

（1）大名などの経済力を反映した豪華で壮大な文化は, 安土桃山時代の桃山文化。生類憐みの令は江戸 

時代前期の 1685 年。寛政の改革(1787～93 年)は, 江戸時代後期に生まれた化政文化の少し前。 

（2）① アは 1871 年, イは 1889 年, ウは 1874 年。 

  ② 日露戦争の講和条約は, ポーツマス条約。 

  ③ ロシア革命は 1917 年, シベリア出兵は 1918 年で, ともに第一次世界大戦中。 

（3）アは 1964 年, イは 1946 年に行われた戦後初の衆議院議員選挙のとき, ウは 1925 年。 

 

 5  

（1）ウ  （2）イ  （3）地方公共団体間の財政の格差をおさえる  （4）イ 

解説 

（1）アは, 訪問販売などで契約した場合, 一定期間内であれば無条件で契約を解除できる制度。 

  イは, テレビなどのマスメディアから発信される情報を様々な角度から批判的に読み取る力。 

  ウは, 身体的, 精神的, 社会的な障壁を取り除こうという考え方。 

  エは, 仕事と家庭生活を両立させようという考え方。 

（3）地方公共団体が独自に集める地方税などの自主財源だけではまかなえない分を補うのが,  

地方交付税交付金などの依存財源である。 

（4）税金が上がることで国民の負担は増えているが, 社会保障の質が充実する。 

  このように, 政府が充実した社会保障や公共サービスを提供するなど, 政府の役割を大きくし,  

それに必要な費用は, 税収を増やすことでまかなおうという考え方を「大きな政府」という。 

 

 6  

（1）イ, エ  （2）イ  （3）ア  （4）エ  （5）①.イ ②.空洞 

解説 

（1）ア, ウは国会の仕事。 

（2）Y：裁判員もどのような刑罰を科すかの判断に参加する。 

（3）株式会社が倒産した場合, 株主は出資金を失うだけで, それ以上の責任を負うことはない。 

（4）価格は下がり, 需要曲線と供給曲線の交点のときの価格（均
きん

衡
こう

価
か

格
かく

）で落ち着くことになる。 

（5）①：ドルに対して円の価値が上がることを円高という。円高になればドル価格が高くなるので, 

輸出が減少する傾向にある。 円安→輸出増, 輸入減  円高→輸出減, 輸入増 


